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今月の予定 

   
■2月17日(土)          定例会議 19：00～ 草津市民交流プラザ 

 

■3月 2日(日)           例会山行 【銀杏山】  申込締切 2月23日(金) 

                      

■3月16日(土)～17日(日)  例会山行 【金峰山】  申込締切 2月29日(木) 

 

 

 

 

   

  

 

 

表紙からのメッセージ 

 

負傷者の要請にもとづき飛来するヘリ。 

 

迅速な対処が要求される事案。活きた学習を生かさねば！ 

 

諸々を考える機会と捉えて安全登山を目指したい。 

 

Ｆ．Ｇ 
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私のひとりごと 

 

先月の 24 日、この冬一番の寒波が到来とのニュースが流れ、ならば美しい霧氷が見える

かもと思い綿向山へ出かけた。米原の辺りは前の日からの降雪で車の立ち往生により交通

止めであったが、登山口に行く道、駐車場には雪はなくスノーシューは車に置いていくこと

にする。登り始めると、いつもならぬかるんでいる登山道も気温が低くカンカンに凍てつい

ている。五合目辺りから少し道に雪が見られはじめたが、結局冬道もアイゼンを付けること

もなく登る。期待をいていた霧氷は、竜王山へ向かう尾根道に少し付いていた。山頂は風が

ありさすがに最強の寒波、寒い。早々に山頂をあとにし五合目の小屋で昼食を取り帰宅する。 

湖北にもかなり雪が降ったとのことで、天気予報を見て 29 日に快晴のスキージャム勝山

へ出かける。 

毎日、「寒いねェ～」という言葉を挨拶のように使っていたが、冬を楽しむためには多少

の気合いが必要である。  

         

                               【Ｋ．Ｋ】 



３ 

３月例会山行案内 

 

銀杏峰（げなんぽ）１４４１ｍ 

 

ＣＬ：Ｏ 

 

福井県大野市南西部に位置し、山頂は３６０度の展望があり天気が良ければ、経ヶ

岳、荒島岳、白山連峰など望見できます。 

 

 

・日程： ２０２４年３月２日（土）  

 

・集合： 野洲駅０６：１０   竜王ＩＣ横コンビニ０６：３０ 

 

・行程： 野洲駅→竜王コンビニ→竜王ＩＣ→福井ＩＣ→大野ＩＣ→宝慶寺いこい

の森（駐車場）０８：５０→登山口０９：００→前山１１：００→銀杏

峰１２：３０（昼食）→前山１３：３０→宝慶寺いこいの森１５：３０

→大野ＩＣ→福井ＩＣ→竜王ＩＣ→竜王コンビニ→野洲駅１８：００頃 

 

・装備： 雨具、水筒、食料、非常食、地図、コンパス、ヘッドランプ、ストック 

     筆記具、保健証、、ワカン又はスノーシュー、アイゼン（１０本爪以上） 

 

・備考： 車提供の有無もご記載ください。 

提供車台数が少ない場合、参加人数を制限します。 

この場合、申し込み順とします。 

ＳＬは参加者から選出させていただきます。 

 

 

PA 
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例会山行 

               金峰山 2599m 

                                                         CL：Ｔ 

奥秩父の名峰「金峰山」は日本百名山の一座です。ぐるりと見渡せる山頂の展

望、頂上付近の大きな「五丈岩（ごじょういわ）」が魅力的、 今回は雪の金峰

山を楽しみたいと思います。                          

 

日時 ２０２4 年 3 月 16 日(土)～17 日(日)  

行程 3 月 16 日(土) 野洲駅→瑞牆山荘Ｐ→【１Ｈ】富士見小屋（テント泊） 

 3 月 17 日(日) 富士見小屋→金峰山ピストン【７H】→富士見小屋 →瑞牆 

山荘Ｐ→野洲駅 ※集合時間等詳細は参加者で決めます。  

装備  冬用登山装備、共同テント泊装備又は希望者はソロテント 可 

 

★車提供がない場合は中止とさせていただきます。 

★SLは参加者から選出させていただきます。 

★3 月 17 日(日)帰途は道路状況にもよりますが深夜になる可能性もあるので、

野洲駅から自宅までの交通手段は各自確保して下さい。 
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例会山行報告 

アイゼントレーニング堂満岳 
報告：Ｋ．Ｙ 

【日 時】 2024年 1月 14日（日） 晴 

 

【参加者】８名 

 

 

【コースタイム】 イン谷バス停 8：16→ノタノホリ 9：02～9：26→堂満岳 11：50～12：45(お昼)→ 

ノタノホリ 14：25～14：40→イン谷バス停 15：20 

ノタノホリをアイゼン装着、取り外しの場とした。 

 

気温の高い日が 3日ほど続いた後、前日の土曜、比良方面はどんよりと曇っていた。 

例会当日はすっきりと晴れ、気温も高くなる予報で、雪の状態を心配するも、ノタノホリを過ぎ、堂満

岳中程からは積雪が 15～20センチとなり、雪の状態も良く、アイゼンがよく効いた。 

途中、すれ違う人から「山頂は絶景ですよ！楽しみに登ってください」との声をいただき、山頂直下

の急登をアイゼンの歯を効かせながら慎重に登る。 

今回、初アイゼンの二人も先輩の指導の下、堂満の急登と激下りを慎重にこなし、良いアイゼントレ

ーニングとなった。 

 

【感 想】 

当日はとても天気が良く、雪もあり、私にとっては最高の初アイゼ

ントレーニングでした。アイゼンも不慣れで、メンバーの方々にアド

バイス頂き、ようやく装着することができました。アイゼンを反対の

足に引っ掛けそうになりながら、歩き方を教わり進んでいきました

がそれも楽しく、雪山のきれいな景色に魅了されました。 Ｍ 

 

【感 想】 

雪の付いた山登りは約 30年ぶり、靴もアイゼンも重いし、神経も沢

山使いましたが、天候も景色も素晴らしく感動しました。体力つけて、

また登りたいです。                        Ｎ 
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【山頂の絶景】 伊吹と霊仙 御岳 中央アルプス 南アルプス  

スマホに限界があり、この程度しか撮れませんでしたが、Ｋ３号さんより説明付きの写真をいただき

ました。 

「途中が丁度関ヶ原で遮るものがなかったようです。 

北岳までの距離は約 220ｋｍで、これだけ遠くまで見えることは珍しいです。 

また、稜線が雪で白くなっていたこともあり、積雪期でないと分からないでしょう。 

今後よほど運がよくない限り、見ることはないだろうと思います。」 
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例会山行報告 

霊 仙 山 
報告：Ｋ．Ｙ 

【日 時】 2024年 2月 4日（日） 曇時々晴（稜線は風あり） 

 

【参加者】 ９名 

 

 

【コースタイム】野洲駅 6：30⇒竜王インター7：00⇒今畑登山口発 8：10～笹峠 9：20～近江展望台

10：45～霊仙山最高点 11：40～近江展望台 12：50～事故発生 13：10～救助終了下

山開始 15：25～笹峠 16：05~今畑登山口着 16：55 

(踏み抜きの事故発生から、へりによる救助終了まで 2時間を要した。) 

 

野洲駅 6：30に集合し、竜王インターを経由して今畑登山口に８時前に着く。 

土日は車が多く駐車地に困る場合が多いが、この日は快晴が期待されない

為か、福寿草には時期尚早の為か比較的空いていた.。 

ワカン、スノーシューを持っていくかどうか迷ったが、トレースがしっかりと付

いていて、雪も少ないので車に残しておき、登山口からアイゼンを装着、全コ

ースアイゼンで歩いた。 

全体に雪が少なく、所々地肌が出ていた。最高点付近には雪はなかった。 

積雪がそれ程でもないのに、踏み抜きは多かった。カルスト台地で地面の凹凸が多いせいかもしれ

ない。特に下山時は雪が緩み、深く踏み抜いた跡があった。 

一番急なところの下りは雪も融けてぬかるんでおり、非常に滑りやすく、全員慎重に下った。 

福寿草は、下山口上部の廃村の周りを探したが、雪に埋もれて見つからなかった。 

 

【感 想】 

登りは福寿草を捜す余裕もあり見渡していたけ

れど、見つけられずです。下山は雪が柔らかく、

何処を歩くか迷い、何回か膝まで踏み込みまし

た。先にあった足跡に載り踏み抜いてしまいまし

た。靴の周りの雪の硬さに驚きました。岩場もド

ロドロ土が混ざりやっと下山。 

帰りに眺めた霊仙山は、私

たちの今日一日を知らぬ顔 

Ｎさんもゆっくり歩いておられたのですが、事故にな

ってしまいました。彼女の快復と復活を待ちたいで

す。 Ｏ 



8 

２０２４年１月山行記録 

山行期間 山域・山名 
例会

等 

参加者数 ブ

ロ

グ 

掲

載 

会

員 

会

員

外 

1/4     愛宕山   1     

1/7     大比叡山 例会 14   〇 

1/11     大文字山   2     

1/14     堂満岳(比良山地) 例会 8   〇 

1/17     大文字山 南面   1     

1/25     音羽山   2     

1/28     蛇谷ヶ峰   2     

※ コース、人数等は、事前に提出された計画書に基づいて記載していますので、 

  実際とは異なる場合もあります。 

   近郊の三上山、音羽山などの個人山行は、通常は記載しません。 

   複数の月にまたがる山行は、両方の月に掲載しています。 

 


